
※ 給料、職員手当、共済費等各局で要求しないものは除く

障害児や発達に不安のある子どもとその家族への療育・相談を身近な地域で行うととも
に、保育所等支援機関職員への指導・助言を実施することにより、早期療育支援の充実を
図る

取組内容

取組内容

取組内容

取組内容

取組内容

○

取組内容

子ども・子育て支援関連３法施行準備事業 59

425 百万円

取組内容 妊婦と胎児のより一層の健康保持及び増進を図るため、妊婦健康診査の公費負担を拡充す
る

（対前年度予算 ＋ 2.1 ％）

【※　◎は新規事業、○は拡充事業】

◎

局・区名 子ども青少年局 要求総額 50,904 百万円

（仮称）みんなの子育てひろば事業 129 百万円

妊婦・乳児一般健康診査事業 798 百万円

現行の「まちかど子育てサポートルーム」と「子どもルーム」を統合し、地域の多様かつ
自主的な活動による親子の集いのひろばに再編・拡充する

子ども・子育て支援新制度への円滑な移行に向けて、事業計画の策定や保育の必要性の認
定、給付の確認等の施行準備を行う

認定こども園整備事業 419 百万円

幼保連携型施設である認定こども園を整備し、幼児教育と保育・子育て支援の充実を図る

百万円

◎ 小規模保育事業

小規模保育所の設置及び運営に係る経費を支出することにより、３歳未満児を中心とした
保育需要に対応する

民間保育所の増改築等により入所定員を拡大することとともに、平成２７年度末に耐震化
率100％となるよう耐震改修等を進める

○

○ 障害児等療育支援事業 15 百万円

○ 民間保育所整備事業 492 百万円

○

 核家族化の進展やライフスタイルの多様化などにより、家庭や地域社会が持つ子育て力や支え合

いの機能が低下し、子育て家庭を取り巻く環境が大きく変化する中、子育てしやすいまちづくりの

推進は、次代の堺の発展を支える未来への投資であり、市民からの期待や求められるレベルが高い

と考えています。 
 そこで、子ども青少年局では、子ども・子育て家庭への支援、多様な保育ニーズへの対応及び配
慮を要する児童への支援等の取組をより一層強化し、誰もが安心して子どもを生み、子どもが健や
かに成長できる環境づくりを推進することで、「子育てのまち・堺」の実現をめざします。 

重点的に取り組むもの 

１ 子ども・子育て家庭への支援 

２ 多様な保育ニーズへの対応 

３ 配慮を要する児童への支援 

・認証保育所から小規模保育所への移行に伴う財源確保 

主な行財政見直し項目 

平成26年度 当初予算要求の概要 

局区予算要求方針 


